
審議事項４ プランの名称について
【審議事項】
現在「仮称」が付いているプランの名称を審議します。実際の審議は次回の審議会（8月）

ですが、今回は、審議するにあたっての説明や参考となる情報提供を行います。

１ 現在の仮称 「（仮称）旭川市ジェンダー平等プラン」
「（仮称）旭川市ジェンダー平等プラン基本方針」の中で、次の整理を行い仮称を定めた。

現行計画 「 第 2次あさひかわ 男女共同参画 基本計画 」

仮称プラン名 「 旭川市 ジェンダー平等 プラン 」

①社会において多様な性のあり方への意識が浸透してきたことを受けて変更。
②既にある 2つの計画（※）を統合した計画とすることから、従来計画と異なるものであ
ることを明確にするため変更。
※「男女共同参画基本計画」と「ＤＶ防止基本計画」

２ 名称の決定にあたって考慮・検討する点
（１）現在の仮称である「旭川市ジェンダー平等プラン」を基本とする。
（２）その上で、統合する「ＤＶ防止基本計画」を明確に示す要素を盛り込むか、盛り込

まないか。
盛り込むならどのような名称にするか。
検討の結果、盛り込まずに「旭川市ジェンダー平等プラン」のままもあり得る。

＜計画の統合のイメージ図＞
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３ 検討の参考情報（他都市の計画名称の傾向） ※個別内容は別表に整理
・他都市の計画名称の傾向（116計画。北海道、道内 34 市､政令指定都市 20、中核市 61）。
・50％の都市はシンプルな計画名称となっているが、47％の都市は何かしらの文言を追
加している。特に短めの文言（愛称やキャッチフレーズ）の都市が 35％と多い。

※約７割の計画がDV防止基本計画を含めた計画になってるが、全ての事例が必ずしも
DV防止基本計画の要素を計画名称で明確に表現しているとは限らない。

分類の説明

● 旭川市の場合の案の一例（「ＤＶ防止基本計画」を示す要素を盛り込む場合）
・「旭川市ジェンダー平等安心プラン」（No1 シンプル）
・「旭川市ジェンダー平等プラン 誰もが自分らしく安心して暮らし、活躍できるまちへ」
（No2 キャッチフレーズ)

・「旭川市ジェンダー平等プラン みんな安心・活躍計画」（No3 サブタイトル)
・「旭川市ジェンダー平等プラン（男女共同参画基本計画・女性活躍推進計画・DV防止基
本計画・困難女性支援基本計画）」（No5 計画名併記）

・「誰もが自分らしく安心して暮らし活躍できるまち計画」（No6 独自名称）
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他都市の計画名称の傾向（116計画）

No 傾向 具体例（一部）

１ シンプル
男女共同参画に続けて、

・基本計画 ・推進計画 ・プラン ・推進プラン など

２
キャッチ

フレーズ

No１の計画名にワンフレーズを併記（目標像など） 。

・誰もが個性と能力を発揮できる豊かなまち

・あなたも、私も、誰もが自分らしく生きるまち

３
サブタイトル

（愛称）

No１の計画名に愛称を併記。

・はこだて輝きプラン ・Gender Equality Plan

・輝く未来のパートナー・プラン ・八尾市はつらつプラン

４ 長い説明文

No１の計画名に説明文を併記。

・幸せ実感都市「ながの」 一人ひとりが多様な個性や能力を活か

すことができる男女共同参画・女性活躍社会の実現

５ 計画名を併記
内容に含める複数の計画名を併記。

・西宮市男女共同参画プラン DV対策基本計画 女性活躍推進計画

６

独自の名称

（No2～5の

混合も含む）

全くの独自名称や、複数要素の組み合わせなど。

・クローバープランV

・あなたとわたしともに活躍できるまち きたみ 第２次北見市男

女共同参画基本計画 －第2次男女共同参画プランきたみ－

７
総合計画に

包含・不明など

上位計画に含まれている。（今回の審議では除外）

第９次三笠市総合計画


